
腸内細菌(微生物）は何をしている？

人のお腹には１００兆個の腸内細菌が住んでいる



微生物、それは地球で最初に生まれた生命体

およそ40億年前、地球で最初に生まれた生命体が微生物と言われている



地球の環境を作ってきた微生物

微生物が地球に酸素を充満させ、オゾン層を作り波長の短い紫外線を減らすことで、海中
から植物が陸上にあがり、動物が陸上に上がり今の環境を維持してきました。

つまり微生物が動植物の住める環境を創ってきた。



私たちの身体は微生物で包まれている

人間も動物も植物も微生物と共に生きている。

• 皮膚には皮膚常在菌
（皮膚の潤いを保ち病原菌の繁

殖を抑える）

• 口内には口内細菌
（口内環境を整え病原菌の繁

殖、侵入を抑える）

• 腸には腸内細菌

私たちは菌によって守られ菌によって健康を維持している



腸内細菌は何をしている？

乳酸菌やビフィズス菌などたくさん聞くし大事だけど何をしてるの？
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現代人の腸内細菌は減少している

戦前の野菜や米は家畜の糞尿、人糞の堆肥を畑に蒔いて作物をつくっていました。
畑に蒔かれた堆肥は土壌微生物によって分解され作物の栄養になります。



現代人の腸内細菌は減少している

現代の作物は化学肥料が多く使われ、農薬等で微生物はほとんどいません、さらに水洗トイレにより排泄物
が土に還るサイクルは途絶えています。
現代の食生活にも腸内細菌が減る原因があります。例えば加工食品に含まれる保存料、菌の繁殖を抑え長
持ちさせます。
その保存料が体内に入ると腸内細菌の繁殖も抑え食べ物を分解出来ずウンチと共に出てしまいます。



微生物が作った環境で生きる生物

植物は土の中の有機物を微生物が分解し栄養に変えて吸収します。

口からごはんを食べてうんちをする生き物は、腸内で微生物が分解、合成など
を行い栄養に変えています。

地球上に住む生物は微生物の作る環境の中で生きている。



植物には植物に必要な物質をつくるために
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微生物は土の中で動物の死体、植物の死体、動物の糞尿を分解し植物の栄
養となる物質を作り、循環させる事で今の地球環境を作ってきました。



食べたものから動物の生命維持に必要な物質をつくるために

動物もほとんどが肉と野菜で出来た食べ物を食べ成長しています。
石や砂を食べて成長している動物はいません。



タンパク質/脂質/炭水化物/水/セルロース

タンパク質/脂質/炭水化物/水/ミネラル/核酸

環境を整える微生物が分解しているもの

土の中で作られる植物の栄養も、動物が食べる栄養も構成元素は変わらず、環境中の微生物
が分解しているのは動物の死体と植物の死体です。
その微生物が土の中にいるか、体の中にいるかの違いでやっていることは同じ
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環境中の微生物が動植物の栄養をつくっている

地球の環境をつくり、地球の植物と動物を育てた微生物が、現在も植物と動物
を育てていることに変わりはない。



人間の腸内細菌も地球の環境を作ってきた
微生物が栄養を作り、人間と共生している

現代人は添加物や残留農薬で腸内細菌が
減っている、さらに野菜の栄養価は戦前の
半分といわれています。

慢性的に本来必要な栄養を摂ることができ
ず、さまざまな病気にかかりやすくなってい
ます。

現代に生きる腸を持つ生物、全てが腸内細
菌を必要としています。

腸内細菌は地球の環境を作っている微生物

健康の鍵は様々な菌を腸内に入れること！


